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飯
田
市
で
は
、
ろ
う
き
ん
飯

田
支
店
に
預
託
し
て
、
市
内
に

居
住
す
る
勤
労
者
に
生
活
資

金
、
教
育
資
金
の
融
資
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
融
資
利
率
を

引
き
下
げ
ま
し
た
。�

▼
融
資
対
象
者
�

　
飯
田
市
に
１
年
以
上
居
住
し
、

　
税
金
を
完
納
し
て
い
る
方
で
、

　
支
払
い
能
力
の
あ
る
方
。�

▼
新
貸
付
利
率
�

　
２
・
２
５
％
（
保
証
料
別
）�

▼
適
用
　
１２
月
１
日
か
ら
�

▼
融
資
限
度
額
・
貸
付
期
間
�

○
生
活
資
金
�

　
１
５
０
万
円
　
８
年
以
内
�

○
教
育
資
金
�

　
３
０
０
万
円
　
１０
年
以
内
�

※
担
保
、
保
証
人
は
原
則
と
し

　
て
不
要
。�

▼
問
合
せ
�

　
ろ
う
き
ん
飯
田
支
店
�

　
1（
２
２
）
４
１
０
０
�

　
産
業
労
政
課　
内
線
４
４
１
９
�

飯
田
市
勤
労
者
協
調
融
資
�

利
率
引
き
下
げ
�

市
民
バ
ス
�

正
月
無
料
運
行
�

　
市
民
バ
ス
は
１
月
２
日
、
３

日
の
２
日
間
、
飯
田
商
工
会
議

所
小
売
商
業
部
の
ご
協
力
に
よ

り
、
全
線
平
日
ダ
イ
ヤ
で
運
賃

無
料
運
行
し
ま
す
。�

　
お
買
い
物
や
、
お
出
か
け
で

の
皆
さ
ん
の
足
と
し
て
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

　
年
末
年
始
の
運
行
は
次
の
と

お
り
で
す
。�

▼
問
合
せ
　
庶
務
課
�

　
自
治
振
興
係　
内
線
２
１
２
２
�

　
税
務
署
職
員
や
県
地
方
事
務

所
・
市
役
所
の
税
務
課
職
員
を

語
り
、
税
金
を
還
付
す
る
た
め

と
称
し
て
、
家
族
の
勤
務
先
の

名
称
や
電
話
番
号
な
ど
を
、
電

話
で
照
会
す
る
と
い
う
事
件
が

発
生
し
て
い
ま
す
。�

　
通
常
、
税
金
の
還
付
に
つ
い
て

は
既
に
提
出
さ
れ
た
書
類
等
に

基
づ
き
行
い
ま
す
の
で
、
改
め
て

勤
務
先
等
を
照
会
す
る
こ
と
は

基
本
的
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
た

時
は
即
答
し
な
い
で
、
一
度
電
話

を
切
り
、
問
合
せ
先
に
確
認
を

し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
�

　
飯
田
税
務
署
　
総
務
課
�

　
1（
２
２
）
１
１
６
５
�

　
下
伊
那
地
方
事
務
所　
税
務
課
�

　
1（
５
３
）
０
４
０
５
�

　
税
務
課
　
内
線
５
１
６
１
�

不
審
な
電
話
に
�

ご
注
意
を
�

　
県
統
計
協
会
下
伊
那
支
部
が

編
集
発
行
す
る
「
平
成
１３
年
版

飯
田
・
下
伊
那
郡
市
勢
要
覧
」

の
注
文
を
受
け
付
け
ま
す
。�

　
飯
伊
地
域
の
市
町
村
に
関
す

る
人
口
・
世
帯
数
な
ど
の
主
要

統
計
や
祭
り
、
行
事
な
ど
が
掲

載
さ
れ
た
小
冊
子
で
す
。�

▼
価
格
　
４
０
０
円
（
前
払
い
）�

▼
申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要

　
事
項
を
記
入
の
う
え
、
代
金

　
と
一
緒
に
市
役
所
オ
フ
ト
ー
ク

　
棟
２
階
、
情
報
統
計
係
ま
で

　
提
出
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は

　
市
役
所
本
庁
受
付
、
り
ん
ご

　
庁
舎
お
よ
び
市
役
所
支
所
窓

　
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。�

▼
申
込
期
間
�

　
平
成
１４
年
１
月
１５
日
〜
２４
日
�

　（
閉
庁
時
間
を
除
く
）�

▼
配
布
予
定
�

　
平
成
１４
年
２
月
中
旬
〜
下
旬
�

▼
問
合
せ
�

　
企
画
課
　
情
報
統
計
係
�

　
内
線
２
２
４
３
�

飯
田
・
下
伊
那
�

郡
市
勢
要
覧
の
予
約
注
文
�

発行・編集：飯田市役所企画部秘書広報課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４ TEL.０２６５（２２）４５１１  FAX.０２６５（５３）４５１１�
テレホンガイドいいだ TEL.（２２）９５５５●インターネット http://www.city.iida.nagano.jp/

飯田市の人口（12/1現在）●人口＝106,650人（前月比＋6）男51,182人女55,468人　●世帯＝35,261戸（前月比＋8）�

交通事故発生状況�
（11月30日現在）�

件数・・700件（＋86）�
死者・・・・7人 （＋4）�
傷者・・898人（＋128）�
（   ）内前年同期対比�

運転中�
　見逃さないで�
　　　　小さな手�

部落差別は基本的�
人権の侵害に関わる�
重大な問題です。�

いわれなき部落差別を�

　　　　なくしましょう�

■問合せ�
　福祉課　内線5371�

12月29日（土）�

12月30日（日）�

12月31日（月）�

1月 1日（火）�

1月 2日（水）�

1月 3日（木）�

1月 4日（金）�

土曜運行�

運　　休�

運　　休�

運　　休�

平日無料運行�

平日無料運行�

通常運行�

日　　程� 運行状況�

カラー特集「今年の主な出来事」（6～7P）�
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防
犯�

　
長
野
県
内
の
事
業
所
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
（
常
用
・
臨

時
・
パ
ー
ト
な
ど
を
問
わ
な
い
）

に
適
用
さ
れ
る
「
長
野
県
最
低

賃
金
」
及
び
、
特
定
の
産
業
の

基
幹
的
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「
産
業
別
最
低
賃
金
」
の
一
部

が
左
表
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。�

　
本
年
は
、
改
正
さ
れ
な
か
っ

た
「
産
業
別
最
低
賃
金
」
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
�

　
飯
田
労
働
基
準
監
督
署
�

　
1（
２
２
）
２
６
３
５
�

最
低
賃
金
が�

改
正
さ
れ
ま
し
た�

除
雪
作
業
へ
の
�

ご
協
力
の
お
願
い
�

　
寒
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

除
雪
作
業
に
つ
い
て
次
の
こ
と

へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。�

○
道
路
の
除
雪
作
業
は
、
通
勤

　
通
学
時
に
作
業
が
終
わ
る
よ

　
う
に
早
朝
よ
り
始
め
ま
す
。�

○
路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨

　
げ
に
な
り
ま
す
。�

○
個
人
で
除
雪
す
る
際
に
は
、

　
道
路
へ
排
雪
し
な
い
で
く
だ

　
さ
い
。（
道
路
交
通
法
で
禁

　
じ
ら
れ
て
い
ま
す
）�

○
道
路
の
除
雪
作
業
に
よ
り
、

　
各
戸
の
出
入
り
口
を
ふ
さ
い

　
で
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
ご
迷
惑
を
お
掛

　
け
い
た
し
ま
す
が
、
再
度
個

　
人
で
の
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ�

　
土
木
課
　
内
線
２
７
２
５�

▼
市
民
サ
ロ
ン�

　
休
憩
や
待
ち
合
わ
せ
な
ど
、

　
自
由
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

　
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
作
品

　
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も

　
利
用
で
き
ま
す
。�

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

　
た
い
方
に
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

　
ン
も
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。�

▼
会
議
室�

　
２０
人
〜
５０
人
程
度
で
使
用
で

　
き
る
大
小
会
議
室
が
あ
り
、

　
公
共
的
な
利
用
の
場
合
は
、

　
無
料
で
お
貸
し
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
男
女
共
同
参
画
課�

　
内
線
５
３
５
１�

ご
利
用
く
だ
さ
い�

「
り
ん
ご
庁
舎
」�

�

12月の納税�

税目�

納期�

固定資産税(3期)�
国民健康保険税(12月分)�

�

12月26日(水)

税金は納期限までに�
納 め ま し ょ う �

　会社や官公庁などに長期間お勤めの後退職され
た方で、次の条件にすべて当てはまる方は、医療費
の自己負担分が軽減されます。�
■条件�

　①飯田市の国民健康保険に加入していること�

　②70歳未満であること（ただし、重度の障害があっ

　　て「老人保健」の認定を受けている方は除く）�

　③厚生年金、共済年金などの公的年金の「老齢年金」

　　「退職年金」を受給（受給権が発生）していること�

　④③の年金に20年以上又は、40歳以降10年以上

　　加入していること�
■軽減内容（医療機関の窓口で支払う自己負担額）�
　・退職者本人  3割→2割 （外来・入院とも）�
　・扶養家族　  3割→2割 （入院のみ）に軽減。�

■手続きの方法�

　○場所　市役所保健課または各支所�
　○持ち物　・国民健康保険証（うす紫色）�
　　・年金証書（一番最初に受け取られた証書で、
　　  年金加入月数が確認できるもの）�
　　・年金証書がない場合は、年金裁定通知書�
　　・退職者本人又は扶養家族で、福祉医療を受け
　　 ているときはその受給者証�
■問合せ　保健課　国保係　内線５５２３�

このマークが入っています。�

※該当者へは、図の保険証（黄色）をお渡ししてあります。お手元の保険証と確認してください。�

ご存知ですか 退職者医療制度�ご存知ですか 退職者医療制度�

◆地域別最低賃金�

◆産業別最低賃金�

電気機械器具製造業�

長野県最低賃金�

産 業 の 別 �

一般機械器具、�
自動車等製造業�

各種商品小売業�

印刷、製版業�

精密機械器具、�
医療用計測器製造業�

改
正�

改
正�

改
正�

改
正�

据
置�

据
置�

日額� 時間額�

日額� 時間額�

5,164円�

5,947円�

6,036円�

5,775円�

5,947円�

5,856円�

744円�

646円�

755円�

722円�

744円�

732円�

（平成13年10月1日）�

（平成13年11月27日）�

（平成13年11月27日）�

（平成12年12月31日）�

（平成13年12月31日）�

（平成12年11月27日）�

※（）内は、効力発生日�
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防
犯
防
犯�

■飯田広域消防本部　1（23）6001 ■交通防災課　交通安全係　内線2433�
　　　　　　　防　災　係　内線2431問合せ�

　
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
が
事
業

活
動
を
円
滑
に
し
、
産
業
振
興

に
寄
与
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
、
保
証
協
会
及
び
金
融

機
関
の
協
力
を
得
て
融
資
す
る

制
度
で
す
。�

　
長
引
く
不
況
に
対
応
す
る
た

め
、
制
度
の
改
定
を
行
い
ま
し

た
の
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

こ
の
改
定
は
、
平
成
１４
年
３
月

３１
日
受
付
分
ま
で
で
す
。�

▼
問
合
せ
�

　
商
業
観
光
課
　
金
融
係
�

　
内
線
３
６
１
３
�

　
テ
レ
ビ
・
雑
誌
で
お
馴
染
み

の
小
泉
武
夫
さ
ん
（
東
京
農
大

教
授
）
が
飯
田
に
や
っ
て
き
ま
す
。�

　
今
回
は
、
教
授
が
「
飯
田
発

酵
研
究
所
」
の
所
長
に
就
任
さ

れ
て
初
め
て
の
講
演
会
。�

　
他
に
も
中
嶋
常
允
さ
ん
な
ど

の
講
師
も
迎
え
、
盛
り
沢
山
の

内
容
で
す
。�

▼
日
時
　
１
月
１７
日
e
�

　
午
後
１
時
３０
分
か
ら
�

▼
場
所
　
飯
田
文
化
会
館
�

▼
問
合
せ
　
地
場
産
業
セ
ン
タ

　
ー
　
1（
５
２
）
１
６
１
３
�

　
恒
例
に
な
り
ま
し
た
、
干
支

の
折
紙
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

本
を
借
り
が
て
ら
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
１
月
１２
日
g
�

　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分
�

▼
場
所
　
中
央
図
書
館
２
階
�

▼
講
師
　
竹
内
恵
子
先
生
�

▼
持
ち
物
　
の
り
�

▼
対
象
　
小
学
生
高
学
年
以
上
�

▼
定
員
　
先
着
６０
人
�

▼
参
加
費
　
無
料
�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
中
央
図
書

　
館
　
1
（
２
２
）
０
７
０
６
�

中
小
企
業
振
興
資
金�

融
資
制
度
の
改
定�

小
泉
教
授
が
や
っ
て
く
る�

飯
田
発
酵
研
究
所
講
演
会�

干
支
の
お
り
が
み
教
室�

▼
相
談
日
時
�

　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
休
み
）�

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
�

▼
相
談
場
所
　
児
童
課
家
庭
係
�

　（
り
ん
ご
庁
舎
２
階
）�

▼
専
門
相
談
日
時　
１
月
１６
日
d
�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
５
時
�

▼
専
門
相
談
場
所
　
男
女
共
同

　
参
画
課
（
り
ん
ご
庁
舎
３
階
）�

▼
問
合
せ
　
児
童
課
家
庭
係
�

　
内
線
５
３
４
８
　
男
女
共
同

　
参
画
課
　
内
線
５
３
５
１
�

女
性
の
悩
み
ご
と
相
談�

小 口 事 業 資 金 �

経 営 安 定 資 金 �

先端機器整備資金�

共 同 施 設 資 金 �

商店等活性化資金�

工業新製品開発資金�

独 立 開 業 資 金 �

事 業 転 換 資 金 �

経 営 安 定 資 金 �

経営安定特別資金�

2 . 3 ％ �

2 . 0 ％ �

2 . 5 ％ �

2 . 8 ％ �

2 . 3 ％ �

2 . 5 ％ �

2 . 8 ％ �

2 . 8 ％ �

3 ヶ 月 �

6 ヶ 月 �

6 ヶ 月 �

6ヶ月�

12ヶ月�

12ヶ月�

0 . 7 ％ �

0 . 7 ％ �

2 . 1 ％ �

1 . 8 ％ �

2 . 1 ％ �

2 . 1 ％ �

2 . 1 ％ �

2 . 1 ％ �

2 . 1 ％ �

2 . 1 ％ �

振興資金�

経 営 安 定 資 金 �

市制度�

県制度�

運 転 �

設 備 �

◇金利の改定表�

◇据置期間の拡大�

◇利子助成金（新規）�

資 金 名 �

資 金 名 �

資 金 名 �

改定前� 改定後�

改定前� 改定後�

助 成 率 �

　年末警戒の実施�
あわただしい年の瀬を迎え、消防署

・消防団では12月25日から12月30

日まで、年末警戒を実施します。�

一人一人が十分注意し、家庭、地域

からの火災をなくしましょう。�

「たしかめて。火を消してから�

　次のこと」�

　どんど焼きの届け出�
どんど焼きは火災と間違えやすいの

で、事前に消防署へ届け出をしてか

ら行ってください。届け出用紙は最

寄りの消防署、分署にあります。�

年末の交通安全運動�
12月11日C～12月31日B 築こう、�

安全で安心な社会を�
年末特別警戒�
12月1日G～31日B�
防火防犯委員会・防火防犯�

指導員が、地域内の住宅や�

車両等の防犯診断を実施し�

ます。�

「自らの生命・財産は、自�

らが守る」ことが大切です。�

☆重点目標�

・高齢者の交通事故防止�

・飲酒運転の根絶�

・シートベルト着用の徹底�

一人一人がお互いに交通ルールと

マナーを守り、「安全で快適な地

域社会」を築きましょう。�

交通安全はあなたが主役です。�

飯田市消防出初式開催�
○日時　1月6日A　正午から�
○場所　飯田市文化会館�
○パレード　午後3時から�
○問合せ　消防室　1(23)4119

制度�
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年末年始のお休みのお知らせ�
　市役所本庁、各支所、教育委員会、水道局は１２月２９日（土）から１月３日（木）まで休みとなります。このほかの
業務・施設の休みは一覧表のとおりですので、ご確認ください。ご協力をお願いします。（×印が休みです。）�

�

業　務・施　設�

ごみ収集（燃やすごみ・資源ごみ・�
埋立ごみ）�

△2日.3日は平日ダイヤで運行。料金無料。�
（日曜日・祝日運休）�

△31日は午後2時まで、�
2日は午前8時から営業�

土・日・祝日はチケット販売及び�
貸館受付は休み�

直接搬入（燃やすごみ）�
桐林クリーンセンター�
直接搬入（埋立ごみ）（ガラスびん・ペットボトル）�
イタチガ沢最終処分場�
直接搬入（資源ごみ）�
前田産業・マエダ・ナカタ商事�

し尿収集（飯田清掃）�

市民課窓口�

りんご庁舎内市民証明コーナー�

りんご庁舎内市民サロン・子どもサロン�

市立病院外来�

市立高松分院外来�

上郷介護老人保健施設「ゆうゆう」�

市民バス�

市営中央・本町・飯田駅駐車場�

扇町臨時駐車場�

吾妻町臨時駐車場�

市公民館・地区公民館�

飯田文化会館・人形劇場�

竹田扇之助記念国際糸操り人形館�

中央図書館�

鼎図書館�

上郷図書館�

美術博物館�

上郷考古博物館�

旧小笠原家書院・資料館�

飯田市考古資料館�

旧座光寺麻績学校校舎�

動物園�

健康増進施設「ほっ湯 アップル」�

上郷老人福祉センター�

山本老人福祉センター�

社会福祉協議会�

さんとぴあ飯田（福祉会館）�

飯田勤労者福祉センター�

勤労青少年ホーム・体育館�

サンヒルズいいだ�

サンヒルズいいだプール�

サンヒルズいいだ浴場�

妙琴センター�

飯田パートサテライト�

飯田市高年齢者職業相談室�

地場産業振興センター�

あざれあ�

りんご並木三連蔵�

飯田市斎苑（火葬場）�

電　話� 定休日など�12/28�
（金）�

29�
（土）�

30�
（日）�

31�
（月）�

1/1�
（火）�

2�
（水）�

3�
（木）�

4�
（金）�

5�
（土）�

6�
（日）�

7�
（月）�

8�
（火）�

水道・下水道の修理�

オフトーク放送の依頼�

23-0311�

22-4511�

21-4511�

22-4511�

21-1255�

22-5060�

53-6048�

22-4511�

無人�

53-5725�

53-5705�

22-1132�

23-3552�

23-4222�

22-0706�

23-9901�

52-2551�

22-8118�

53-3755�

27-4178�

26-9009�

23-4222�

22-0416�

56-6767�

52-2252�

25-2277�

53-3040�

22-7494�

22-7494�

23-5571�

26-7090�

26-7090�

26-7090�

23-4504�

52-1590�

53-8966�

52-1613�

27-4885�

23-0023�

22-4511

53-1019

×�

×�

×�

�

×�

×�

×�

�

�

�

�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

�

×�

×�

×�

�

×�

×�

×�

×�

�

×�

×�

×�

×�

�

�

�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

�

×�

×�

×�

�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

�

△�

△�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

�

×�

×�

×�

×�

×�

�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

�

×�

×�

×�

△�

�

�

�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

�

×�

×�

×�

×�

�

×�

�

�

×�

×�

×�

�

×�

×�

×�

△�

�

�

�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

�

×�

×　�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

�

×�

×�

×�

×�

�

×�

×�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

×�

×�

×�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

×�

�

×�

×�

�

�

�

�

×�

�

×�

×�

�

�

×�

×�

×�

�

×�

×�

×�

�

×�

×�

×�

×�

�

�

×�

�

×�

×�

△30日は午前11時30分まで受け入れ�

△30日は正午まで受け入れ�

△営業日は各社で異なります�

土・日・祝日�

土・日・祝日�

土・日・祝日�

年中無休・24時間営業�

月曜日・祝日の翌日�

月曜日・第4金曜日・祝日�

月曜日・第4金曜日・祝日�

月曜日・第4金曜日・祝日�

月曜日・祝日の翌日�

月曜日・祝日の翌日�

月曜日・祝日の翌日�

月曜日・祝日の翌日�

�

月曜日・祝日の翌日�

第2・4月曜日（祝日の場合は営業します）�

月曜日�

日曜日・祝日�

土・日・祝日�

第1水曜日�

第1水曜日�

日曜日と祝日の夜間�

木曜日�

木曜日�

日・月・木曜日�

基本的に休みなし�

土・日・祝日�

土・日・祝日�

第1水曜日�

�

�

友引の日�

〃�

水道冬期修理当番店が対応します。各戸配布の当番店一覧表により修理を依頼してください。�
不明の場合は、市役所宿直へ連絡してください�
年末年始は休みません。放送の依頼はなるべく12月27日（木）までにお願いします。なお12月29日～1�
月3日に放送を依頼される場合は、市役所支所が休みなので、直接センターまでお越しください。�

22-4511�

26-7474�

26-7515

×�

△�

△�

△�

×�

×�

×�

△�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

�

×�

×�

×�

�△� △�

×�

�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

�

×�

�

×�

�
×�

�

�

×�

�

�

×�

�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�

×�
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市誌編さん有識者会議中間報告(要旨)

　 意見募集・問合せ�
住所・氏名・年齢・性別・職業を明記の上、下記
まで郵送、FAXまたは電子メールのいずれか
の方法でお送りください。�
募集期間　平成14年1月10日（木）まで�
〒395-0002�
飯田市上郷飯沼3145　市誌編さん室�
1（53）4670　FAX（21）1173�
Eメール　iidasisi@iidanet.or.jp�
ホームページ
http://www.iidanet.or.jp/̃iidasisi/�
ホームページで中間報告の全文がご覧いただ
けます。�

市誌編さん有識者会議中間報告(要旨)

市誌編さん事業有識者会議では、7月に組織されてから検討を重ね、事業の基
本的な方向性について今回中間報告としてまとめました。この報告を、多く
の皆さんにご覧いただき、意見・要望等いただきたいと思います。�

○市域や近隣の地域に残る歴史資料について、情報を集め、収集・記録、保存・公開の処置を講じ、研究・叙述
　する。�
○市域や下伊那の過去を振り返り、自然や人々のかつての暮らし・営み・文化、有形・無形のさまざまな歴史
　遺産を科学的に調査・研究し、過去の事実を可能な限り詳しく、解りやすくして、市民に成果を還元する。�
○市域における社会・経済・文化の現状と到達点、課題・問題点を考え、その歴史的な意味合いを、専門研究者、
　市民、市当局が共同で考究するための素材を提供する。歴史的な景観や自然の保存・活用・再生について、
　恒常的に検討・協議する場を設ける。�

○冊子の刊行だけを目的とする年限型のスタイルはとらず、市の恒久的・継続的な文化事業の一環として位
　置づけ、飯田市立「下伊那歴史研究所」（仮称）の設立を図る。�
○全国から第一線の専門研究者の協力を求め、市誌研究に取り組む。�
○調査・研究における成果は、「市誌研究」などで公表し、公開講座、歴史巡見などによって、市民へ還元する。
　市民参加型・自己学習型の市誌研究事業の展開を図る。�
○市誌の刊行は、調査と基礎研究を前提とし、資料編を重視し、通史編はその延長・成果として位置づける。�
○編集に当たっては、高度な専門性と、一般読者へのわかりやすさという両面を備えるような工夫を凝らす。�

○所在調査、現状記録調査などを行う。成果は「現状記録調査報告書」として刊行、収集した資料・情報は公
　開する。�
○音声・映像記録調査「いまを記録する」セクションを常置、その収集・保存・公開に努める。�
○自然景観、歴史的景観、歴史的建造物、美術品、芸能、文学作品など歴史的文化財についても、調査・研究・
　資 料収集に努める。�
○大学・大学院など諸研究機関の協力を得て、相互の共同・協力関係を構築する。�
○編集に当たっては、高度な専門性と、一般読者へのわかりやすさという両面を備えるような工夫を凝らす。�

○収蔵史料の移管・管理、非現用行政文書の整理などを行う飯田市立文書館（仮称）を設立する。下伊那歴史
　研究所（仮称）で検討し具体化を図る。�

○基礎研究…所員が固有の研究課題を担うことを義務化する。研究例会や論文で公表する。�
○基礎共同研究…研究所メンバーが実施する共同研究。市域の経済振興にも寄与するようなテーマ設定。�
○共同研究補助金…全国規模で研究者を組織し、飯田・下伊那地域の歴史研究に従事。成果を還元。�
○内地留学など、内外の研究員の受け入れを積極的に図る。ホームステイやホテルとの連携も検討する。�

○学校や市民向けの歴史教育用教材の作成。�
○講演・古文書を読む会などを定例化、歴史巡見などの諸活動などにも取り組む。�
○「下伊那の自然と歴史」（仮称）を編さんし、地域学習の良質な教材とし、また高校の副読本を目指す。�
○専門教育を、大学レベルの講義やゼミの形式で実施。�
○小学校などと連携し、子供たちの地域学習・歴史学習を補助する。�

○年限的・内容限定的な自治体史編さん方式はとらない。�
○第一次企画（2002～2007年）として市制70周年（2007年）にむけての出版企画を考える。また、70周年記　
念事業として、市民向けにシンポジウムを企画・主催し、同時に歴史展示などのイベントを開く。�
○第二次企画として（2008～2013年）「飯田の歴史」を編集・執筆する。飯田や下伊那の通史としてまとめ、　
わかりやすい文体で刊行する。�
○史料集「下伊那史料」（古代・中世編、近世編、近代編、現代編）の持続的な編さん事業に取り組む。�
�

市誌編さん事業の基本的な考え方�
〔自治体史の�
　位置づけ〕�

下伊那歴史研究所（仮称）構想とは�

〔具体的施策の�
　骨子・戦略〕�

1．主要な事業活動�
〔史料調査〕�

〔文書館〕�

〔研究活動〕�

〔教育活動〕�

〔市誌編さん活動〕�

2．組織と制度の設計�
○研究所の質を担保するために、研究機関としての自治を可能な限り保証する。�
○運営審議会を設け、活動内容を監督・点検し、助言・勧告を行う。�

有識者会議委員�
　吉田伸之（座長・東大教授）、伊藤　毅（東大教授）、井上　正（市美術博物館長）、上山和雄（国学院大教授）、小田嶋正勝（市民公募）、�
　小林恭之助（前市教育長）、高島陽子（市民公募）、田嶋　一（国学院大教授）、松島信幸（伊那谷自然友の会）�



りんご庁舎オープン�
トップヒルズ本町完成�

（株）南信州観光公社発足�

あぐり大学院開講�

大雪害�大雪害�

竹佐中原遺跡発掘�

いいだＦＭ開局�

橋南第1地区再開発ビル「トップヒルズ本町」が

7月完成。�

そして8月20日、2～3階部分の地域交流センタ

ー「りんご庁舎」をオープンしました。りんご庁舎

には、市役所本庁から移転した福祉事務所や、幅広

い利用時間の証明窓口、男女共同参画課や市民サ

ロンなどを設置。�

住居、店舗、駐車場、そして市民の交流空間と、飯

田の新たな「まちの顔」が誕生しました。�

1月 12日ＪＡみなみ信州り

んごの里内で開業し、飯田下伊

那を全国にアピール。観光を切

り口に地域振興を計ります。平

成14年度には宿泊2万人、体験

プログラムには3万5千人の参

加者が見込まれています。�

食と農を切り口に、知識ではない

知恵の教育を見出す人材育成を。�

6月22日南信州あぐり大学院食農

教育学科が開講しました。今年度各回30人ほどの受講者を迎え、「生

きる力を育む」教育の実習と講義を、農家民泊しながら行います。�

7月、三遠南信自動車道建設中

の山本竹佐の発掘調査で、後期旧

石器時代より古いと推測される

石器群が出土。太古へのロマンに、

全国的に注目を集めています。�

直接被害額、約1億円。�

1月27日積雪量56㎝、観測

史上最大の大雪は、市民生活

に深刻な影響を与えました。

特にパイプハウスの倒壊など

農業生産には大きな打撃。�

多くのボランティア支援に

より、再建することが出来ま

した。�

10月15日、新たな地域情報媒体としてコミュニティFM局

「i（あい）ステーション」が開局。ラジオ放送のメリットを生

かし、市からも情報を発信していきます。�

体験教育旅行に１万人�

飯田発酵研究所設置�
発酵をテーマに、地域づくりと産業振興を。�

所長に東京農業大学教授、小泉武夫氏を迎え、10月に設置

しました。�

りんご並木、かおりと詩�
11月に環境省「かおり風景100選」に選ばれました。�

そして12月2日、「・・・空あかるく風にほやかなる町・・・」往

時の飯田を詠んだ、岸田國士の詩碑が、市民の浄財により建

立されました。�

主な出来事�



開通�

ＩＴ講習会�

飯田市緊急経済対策本部設置�

完成近づく治水対策事業�

飯田市議会議員一般選挙�

プラスチック製容器包装�
資源回収開始�

生涯学習センター�
（竜丘支所・公民館）が開館�

IIDA WAVE 発足�

はじめまして絵本�

天竜川治水対策事業の、一つの節目とも言

える線路の付け替え。3月18日には、出来た

ばかりの新線路を歩く「歩け歩けJR飯田線」

をはじめ、新川路駅を主会場にさまざまな記

念行事が行われ、3,000人に及ぶ人出で賑わ

いました。�

さらに、本年は新堤外地の一部が国土交通省の「水辺の楽校プロジェクト」

に登録されたほか、天竜川防災拠点施設（治水資料館）建設に着手しました。� IT（情報通信技術）をすべての

方に。11月までに、合計262講座、

のべ4,828人が受講しました。�

4月27日には、座光寺～上郷バイパスの開通式が行われました。大門町から、

上郷、座光寺へ。そして12月7日にはいよいよ座光寺～高森町間の農道も開通

し、下伊那北部への交通利便性も大幅に高まりました。�

4月22日、任期満了による一般

選挙が行われ、6人の女性議員が

誕生しました。�

埋め立てごみから資源に。10月1日からプラスチッ

ク製の容器包装も新たに資源としての回収を始めま

した。10月約53トン、11月が約66トン回収と順調に

回収量も増えており、より一層のリサイクル推進が期

待されます。�

「竜丘らしさ」を最大限生かした、生涯学習セ
ンター（竜丘支所・公民館）を開館。パッシブソ
ーラーシステムの採用やリサイクル素材の使
用など、環境文化都市にふさわしい新時代の施
設となっています。�

かつて経験のない、厳しい経済情勢を踏まえ、
8月30日設置しました。関係機関による連絡協
議会設置や、市経営安定資金の貸付限度額拡
大と利子補給といった金融対策などを行って
います。�

「飯田の街をもっと楽しくすてきな街に」こんな想いの市民グル

ープが3月発足。さまざまな文化事業を企画運営します。第1弾とし

て今年は音楽事業を展開しました。�

子どもをひざに抱き、絵本を読み聞かせる、そんなかけがえのな

いひとときをすべての方に。7か月乳児相談の時に絵本をプレゼン

トする、「はじめまして絵本」が11月スタート。�

3大イベントの賑わい�
4月は第15回やまびこマーチ。�
うららかな日差しのもと、全国から約3千

7百人が参加。�
8月のいいだ人形劇フェスタ2001には269

の公演に3万5千人が訪れました。�
同じく8月の第13回アフィニス夏の音楽

祭では、5千人を超える市民がクラシック音
楽に浸りました。�

伊南南部広域営農団地農道�

主要地方道　飯島飯田線�
座光寺～上郷バイパス�

平成13年�

今年の主
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資源ごみの日に、�

資源ごみの集積所へ�
※鼎地区は※鼎地区は「金属資源の日」「金属資源の日」�
資源ごみの日に、�

資源ごみの集積所へ�
※鼎地区は「金属資源の日」�

プラスチック製容器包装の資源回収が�

はじまりました。�はじまりました。�
プラマークが�
入っているものは�
すべて対象です。�

プラ資源専用の指定袋�
きれいにしてから�
出してください。�■問合せ　環境保全課　廃棄物対策係　内線5243・5244
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　◆29日g◆30日a�
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会
参
加
が
よ

り
促
進
さ
れ
ま
す
。�

「
要
約
筆
記
通
訳
」
と
は
？�

長
野
県
中
途
失
聴
難
聴
者
協
会�

熊
谷
淳
善�

技
能
技
能�

技
能�

入
門
教
室�

ボ�

ラ�

ン�

テ
ィ
ア

テ
ィ
ア�

ボ�

ラ�

ン�

テ
ィ
ア�

手
話
・
要
約
筆
記
（
筆
記

通
訳
）の
初
歩
か
ら
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
入
門
教
室
を
開

催
し
ま
す
。�

興
味
・
関
心
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

教室名�

手　話�

要　約�
筆　記�

日　程�

毎　週�
土曜日�

2月 9日 2月16日�
2月23日 3月 2日�
3月 9日�全5回�

時間�

毎　週�
土曜日�

1月19日 1月26日�
2月 2日 2月 9日�
2月16日 2月23日�
3月 2日�全7回�

10:00�
  ～�
12:00

●会　　場　どちらも　さんとぴあ飯田�
●対　　象　初心者の方�
●参 加 費　手　　話：　300円�
　　　　　　要約筆記：1,500円�
●申込締切　平成14年1月11日（金）�
●申込・問合せ先�

　飯田市ボランティアセンター　1（53）3182

2月16日�
2月23日�
3月 2日�

9:30�
  ～�
12:00
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三
種
混
合
の
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。�

▼
対
象
と
接
種
回
数�

○
Ⅰ
期
初
回
・
３
回
接
種�

　
平
成
１２
年
９
月
１
日
〜�

　
平
成
１３
年
８
月
３１
日
生
ま
れ�

○
Ⅰ
期
追
加
・
１
回
接
種�

　
平
成
１１
年
９
月
１
日
〜�

　
平
成
１２
年
８
月
３１
日
生
ま
れ�

○
７
歳
半
未
満
で
未
接
種
の
子
ど
も�

▼
実
施
期
間�

　
現
在
実
施
中�

　
平
成
１４
年
３
月
３０
日
g
ま
で�

▼
持
ち
物
　
予
診
票
、母
子
手
帳�

※
料
金
は
無
料
で
す
。�

▼
時
間
・
場
所�

　
医
療
機
関
で
受
け
る
個
別
接

　
種
で
す
。表
の
中
か
ら
希
望
の

　
医
療
機
関
を
選
ん
で
く
だ
さ

　
い
。そ
れ
ぞ
れ
実
施
日
時
が
違

　
い
ま
す
の
で
、必
ず
事
前
に
電

　
話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
注
意�

　
冬
季
は
風
邪
が
は
や
り
ま
す
。

　
体
調
の
よ
い
と
き
に
早
め
に

　
受
け
ま
し
ょ
う
。�

三
種
混
合

三
種
混
合�

三
種
混
合�

■問合せ　保健課　健康推進係　内線5511

※離乳食講座　1/8（火）13：00～ 上郷保健センター【要予約】122-4511 内線5519

■問合せ　保健課　保健指導係　内線55181月の乳幼児健診日程�
H13年9月生�
4か月児健診�

H13年6月生�
7か月児相談�

H13年1月生�
12か月児相談�股脱検診�

�
�
H13年10月�
1日～15日生�

1月18日（金）
�

H13年10月�
16日～31日生�

2月1日（金）
�
会場�
飯田市立病院�
�
�
※他で受診
を希望され
る方は保健
婦までご連
絡ください。�

30日（水）� 29日（火）� 22日（火）�

31日（木）� 23日（水）� 16日（水）�

25日（金）� 24日（木）� 23日（水）�

23日（水）� 22日（火）� 25日（金）�

9:00～9:109:00～9:1013:00～13:1013:30～14:00

25日（金）� 17日（木）� 31日（木）�

松　尾�

公民館�

鼎�
保健�
センター�

伊賀良�
公民館�

上　郷�
保　健�
センター�

旧　市�

松　尾�

上久堅�

下久堅�

龍　江�
千　代�

竜　丘�

鼎�

川　路�

三　穂�

山　本�

伊賀良�

座光寺�

上　郷�

市役所�
保　健�
センター�

該当�
地区�会 場�

受付時間�

3歳児健診�2歳児相談�か月児�1歳6健診�
12年6月生�
22日（火）�

12年6・7月生�
30日（水）�

11年12月生�
17日（木）�

12年6月生�
12日（水）�

11年11・12月生�
12年1月生�
17日（木）�

10年12月生�
11年1月生�
24日（木）�

10年11・12月生�
11年1月生�
28日（月）�

10年12月生�
11年1月生�
28日（月）�

12年5・6月生�
25日（火）�

12年4・5・6月生�
25日（火）�

12年4・5・6月生�
25日（火）�

11年12月生�
12日（水）

10年12月生�
16日（水）

12年6・7月生�
23日（水）�
12年6月生�
23日（水）�

11年12月・12年1月生�
16日（水）�

11年12月・12年1月生�
16日（水）�

10年12月・11年1月生�
28日（月）�

10年12月・11年1月生�
31日（木）�

10年12月・11年1月生�
24日（木）�

13:00～13:10 9:00～9:10 13:00～13:10

12年1月生�
30日（水）�

10年12月生�
22日（火）�

10年12月生�
22日（火）�

11年12月生�
18日（火）�

11年11・12月生�
18日（火）�

11年11・12月生�
18日（火）�

竜丘公民館�

竜丘公民館�

11年12月生�
13日（木）�

11年1月生�
29日（火）�

11年12月生�
30日（水）�

12年6月生�
29日（火）

12年6・7月生�
28日（月）

12年6・7月生�
29日（火）

10年10・11・12月生�
17日（月）�

荒 　 木 　 医 　 院 �
医療法人栗山会 飯田病院�
飯田市立病院高松分院�
飯田市立千代診療所�
飯田橋外科内科病院�
市 瀬 整 形 外 科 �
井 　 上 　 医 　 院 �
上 　 松 　 医 　 院 �
加 藤 胃 腸 科 医 院 �
蟹 　 江 　 医 　 院 �
金 　 田 　 医 　 院 �
輝 山 会 記 念 病 院 �
北 　 原 　 医 　 院 �
源 田 内 科 医 院 �
健 和 会 病 院 �

小坂消化器内科クリニック�
小 　 島 　 医 　 院 �
後 　 藤 　 医 　 院 �
ささき医院（中央通り）�
佐々木医院（久井）�
佐 野 小 児 科 医 院 �
椎名レディースクリニック�
嶋倉内科胃腸科医院�
清 水 医 院 �
下 久 堅 診 療 所 �
代 　 田 　 医 　 院 �
菅 　 沼 　 病 　 院 �
す き が ら 医 院 �
高野産科婦人科医院�
滝 沢 内 科 医 院 �
徳 　 永 　 医 　 院 �

中島耳鼻咽喉科医院�
医療法人龍川会西沢病院�
の むら 内 科 医 院 �
橋上内科クリニック�
波 多 野 医 院 �
羽 生 内 科 診 療 所 �
羽 場 医 院 �
久 田 小 児 科 医 院 �
平岩産婦人科医院�
前沢産婦人科耳鼻咽喉科医院�
松 　 尾 　 医 　 院 �
松村内科クリニック�
宮 　 沢 　 医 　 院 �
矢澤内科循環器科医院�
矢野こどもクリニック�

渡 　 辺 　 医 　 院 �
飯 田 市 立 病 院 �
落合内科小児科医院�
上 片 桐 診 療 所 �
下伊那赤十字病院�
中 　 村 　 医 　 院 �
中塚内科循環器科医院�
後 　 藤 　 医 　 院 �
下 伊 那 厚 生 病 院 �
藤 が 丘 内 科 �
山 　 路 　 医 　 院 �
長野県立阿南病院�
松 澤 診 療 所 �
飯田病院付属阿智診療所�
健 生 会 橋 上 医 院 �

浪合村国保診療所�
平 谷 村 診 療 所 �
佐 　 藤 　 医 　 院 �
中 　 島 　 医 　 院 �
売木村国保診療所�
天 龍 村 診 療 所 �
泰 阜 村 北 診 療 所 �
木 　 下 　 医 　 院 �
福 　 沢 　 医 　 院 �
三 　 浦 　 医 　 院 �
小 　 沢 　 医 　 院 �
吉 　 川 　 医 　 院 �
大 鹿 村 立 診 療 所 �
片 　 町 　 医 　 院 �
山 　 崎 　 医 　 院 �

24-7722�
22-5150�
22-5060�
59-2014�
24-1511�
27-3311�
24-1241�
22-0660�
22-1964�
22-1073�
24-2248�
26-8111�
24-0222�
24-1550�
23-3118

24-3933�
22-0571�
24-6557�
22-0059�
22-2532�
24-1522�
22-0304�
21-6511�
25-7152�
29-6011�
29-7015�
22-0532�
53-1000�
23-5835�
22-0850�
24-3511

22-1187�
24-3800�
23-7000�
25-5244�
22-0666�
24-1250�
28-5151�
22-0379�
27-2067�
23-5865�
22-3921�
23-6822�
53-8100�
21-6111�
52-0452

52-3777�
21-1255�
36-2421�
37-2010�
36-2255�
36-2066�
34-1188�
35-2205�
35-7511�
35-3300�
35-2198�
0260-22-2121�
0260-24-2300�
43-4180�
43-2118

47-2200�
48-2252�
49-2011�
0260-27-2021�
0260-28-2014�
0260-32-2041�
0260-26-2003�
33-2023�
33-3003�
33-2030�
35-2016�
35-2010�
39-2111�
0260-34-2054�
0260-34-2024

医療機関� 医療機関� 医療機関� 医療機関� 医療機関� 電話番号�電話番号�電話番号�電話番号� 電話番号�

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
百
日
せ
き
・
破
傷
風

破
傷
風
）�

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
）�
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■相談・問合せ　　男女共同参画課　内線 5351

男女共同参画情報�

�

土
�

金
�

木
�
水
�

木
�

金
�
木
�

○
�
日� 土

�
水
�

○
�
日�火

�
月
�

木
�
水
�
火
�
月
�

土
�

○
�
日� ○

�
火�○

�
水�○

�
木�火

�
月
�

水
�
火
�

金
�

土
�

○
�
日�○

�
月� 金

�

テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
い
い
だ�

1（
2
2
）9
5
5
5

①（
2
2
）9
5
5
5
へ
電
話
し
て
、�

②
音
声
案
内
に
よ
り
0
を
ダ
イ
ヤ
ル
�

③
知
り
た
い
情
報
番
号
3
桁
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
だ
け
�

※
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
は
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
５０�
ch
・
上
郷
有
線
で
も
放
送
し
て
い
ま
す
�

番
組
の
内
容
が
�

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
�

  6：30～�

15：30～�

20：00～�

  7：30～�

10：00～�

16：00～�

21：00～�

4ch

3ch

放送�
時間�

1月�
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
�

ほ
っ
と
ら
い
ん
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
番
組
表
�

年
頭
の
あ
い
さ
つ
�

休
日
当
番
医
案
内
�

市
議
会
だ
よ
り（
総
文
）＆
美
博
だ
よ
り
�

休
日
当
番
医
案
内
�

市
議
会
だ
よ
り（
社
会
）＆
今
月
の
農
作
業
メ
モ

休
日
当
番
医
案
内
�

市
議
会
だ
よ
り（
産
経
）＆
ふ
れ
あ
い
福
祉
�

短
歌
教
室
�

学
校
だ
よ
り
（
松
尾
小
）
�

講
演
会
か
ら
�

市
議
会
だ
よ
り
（
建
環
）
�

休
日
当
番
医
案
内
�

市
議
会
だ
よ
り（
治
水
）＆
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
�

音
楽
の
広
場
�

市
議
会
だ
よ
り（
中
心
市
街
地
）＆
ニ
ュ
ー
ス
イ
ン
１
１
９

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
職
情
報
�

さ
わ
や
か
健
康
�

く
ら
し
の
中
か
ら
�

伊
那
谷
の
自
然
�

木
曜
う
た
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
�

文
化
会
館
情
報
�

短
歌
教
室
（
再
）
�

学
校
だ
よ
り
（
山
本
小
）
�

講
演
会
か
ら
�

料
理
教
室
�

休
日
当
番
医
案
内
�

マ
イ
ク
ス
広
報
�

休
日
当
番
医
案
内
�

防
犯
1
1
0
番
�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
職
情
報
�

サ
ー
ク
ル
紹
介
�

母
か
ら
子
へ
の
お
は
な
し
�

は
つ
ら
つ
ラ
イ
フ
�

木
曜
う
た
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
�

ほ
い
く
え
ん
日
記
�

俳
句
教
室
�

学
校
だ
よ
り
（
川
路
小
）
�

講
演
会
か
ら
�

マ
イ
ク
ス
ケ
ッ
チ
�

休
日
当
番
医
案
内
�

市
民
の
皆
さ
ん
へ
�

音
楽
の
広
場
�

ニ
ュ
ー
ス
イ
ン
1
1
9
�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
職
情
報
�

農
業
最
前
線
�

母
か
ら
子
へ
の
お
は
な
し
�

消
費
生
活
メ
モ
�

木
曜
う
た
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
�

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
図
書
館
か
ら
�

俳
句
教
室
（
再
）
�

学
校
だ
よ
り
（
鼎
小
）
�

講
演
会
か
ら
�

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
飯
田
�

休
日
当
番
医
案
内
�

公
民
館
リ
レ
ー
�

音
楽
の
広
場
�

ニ
ュ
ー
ス
イ
ン
1
1
9
�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
職
情
報
�

ふ
る
さ
と
の
こ
と
ば
�

母
か
ら
子
へ
の
お
は
な
し
�

唱
歌
と
童
謡
の
心
�

木
曜
う
た
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
�

●オフトークの故障は1局番なしの113（NTT）●上郷有線の故障は124-3533 イナデン（修理受託業者）へ連絡してください。�

　身体の構造や機能による男女の差ではなく、社会・
歴史・文化などによって作られた「女らしさ」「男
らしさ」という思いこみによる男女の差のこと。
当たり前と思っていることの中に、たくさんのジ
ェンダーがあります。女の生き方、男の生き方と
決めつけていませんか？�

　具体的な例�

○男は仕事、女は家庭

　で家事・育児だ。�
○女の子はお行儀よく。�
○男は跡継ぎに決まっ
　ている。�
○男性がゴミ出しをするのは恥ずかしい。�
○会合のお茶くみは女性に任している。�
○男の子はたくましく、女の子は控えめに育って
　ほしい。�
○男のくせにぐずぐずするな。�
○女の幸せは男しだい。�
☆これらの例のような先入観ににとらわれない、
　自由な意識や考え方を「ジェンダーフリー」と
　言います。勇気を出して信念通りに行動し、ジ
　ェンダーフリーを目指しましょう。�

「男と女」�

ジェンダーって何？�

市民の皆さんのご意見
ご相談をいつでもお受
けします。�

市長の留守番電話�

相談は無料、秘密は厳守�
お気軽にご相談ください�各種相談所�

場　所�相談名� 日　時� 問合せ先�

心配ごと
相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

結 婚 相 談 �
（写真1枚必要）�

行 政 相 談 �

交 通 相 談 �

教 育 相 談 �

か け こ み�
教 育 相 談 �
家庭児童相談�
（電話でも可）�
電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

子 育 て 相 談 �

痴 ほう 相 談 �

福祉よろず相談�

障害者並びに�
ご家族の相談�

戦傷者・戦没者�
援 護 相 談 �

特 別 �
（法律）�

一 般 �

毎週火曜日�
１３:００～１５:００�
受付は１５:００まで�
１２月２１日（金）�
１月１８日（金）�
１３：３０～１５：３０�

１月１１日（金）�
１３:００～１７:００�
１２月１８日（火）�
１月８日（火）�
１月１８日（金）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

ボランティア�
相 談 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
１月８日（火）�
１３:００～１６:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週月～金曜日�
８:３０～１７:００�
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週木曜日�
９:００～１１:３０�
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週土曜日�
９:００～１４:００�

毎週火曜日、第１水曜日、
祝日以外の毎日�
９：００～１７：００�

１月８日（火）�
１３:３０～１６:００�
１月７日（月）�
１３：００～１６：００�
１月１９日（土）�
１３：３０～１６：３０�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
�
※法律相談は予
約制、電話で申し
込んでください。�

※結婚相談の
受付は相談日以
外でも行ってい
ます。電話で確
認してください。�

りんご庁舎３Ｆ�

教 育 委 員 会 �
（上郷庁舎２階）�

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

専 用 電 話 �

飯田中央保育園�
（子育てモデル
事業実施施設）�

市保健センター�
※予約制（市役所隣）�
り ん ご 庁 舎 �
２１号相談室�
鼎 公 民 館 �
２ 階 �
さんとぴあ飯田�
（福祉会館２Ｆ・東栄町）�

社 会 福 祉 �
協 議 会 �
1５３-３１８１�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 委 員 会 �
1５３-４５４５�
専用電話�
1５３-８７３０�
FAX５３-８７３０�
家庭児童相談室�
1２２-４５１１内線  ５３４４�

1５２-０６３３�

飯田中央保園�
1２２-４１３３�

保 健 課 �
内線  ５５１４�
福 祉 課 �
内線  ５３７２�
福 祉 研 究 会 �
1５２-２５２１�
ハーネット・いいだ
1５６-４４７４�

交通防災課 1２２-４５１１内線２４３５�
電話相談、予約制にて個別面談

ひと� ひと�


